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今年度の成果とまとめ



〇成果
・系統的なカリキュラムを遂行できた

・一人一実践によりファシリテーションのことが詳しくわかり、
以前より理解できてよかった

・リフレクションの項目ができ、何を意識したらよいかがわかる
ようになった

・低学年のうちからＰＢＬのサイクルを回しているので、高学年
になるにつれ相手意識をもち、自走して活動が進められるように
なっている



PBLで児童についたと思われる力
友達と相談して、よりよいおもちゃ作りをする協働の力
試行錯誤して、楽しんでもらえるおもちゃ作り（あきらめずに試行錯誤する力）
見たことや体験したことを文章などで表現する力
他者とコミュニケーションを図りながら活動（コミュニケーション力）
試行錯誤する力・・・みんなで話し合って考える力
課題を発見し、自分たちなりに表現する力
自走する力（主体的に学習に取り組む力）
協働する力
プレゼン力
スライドを作る力
３Dプリンターの使い方
外部の方との連携の仕方
情報活用能力
試行錯誤する力
やりぬく力
積極的に行動する力
計画を立てて、それを実行しようとする力。
自走する力。
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ファシリテーションを意識した授業について
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ファシリテーションを意識した授業について

◎安心できる学級
・様々な意見交流により、間違えても平気、多様な考え方がある、などと安心して発言
できる場が作られている
・児童が自由に選択できる場（ヒントカードやツール等）が設定されている
・児童同士の指名

◎教師の発問・言葉がけ
・「なぜ？」「どうして？」「他の視点は？」など深めるための問い
・教師の言葉がけにより、課題を自分事にできる（誰に当たっても発言できるようにし
てね、など）
・グループや個人の実態に合わせた言葉がけ

◎その他
・作業時間が過ぎたらタブレットを閉じさせて耳を傾けさせる。
・ファシリテートする場面（導入やまとめ）



〇課題

・ゴールをどこにもっていくかわからなかった
（次年度STEAMの視点が入るとよりゴールがわからない）

・外部とつながったり、効果的な成果物ありきだったりの活動に
なっていたところもあった

・どのような表現方法があるのか子どもの中になかったので表現
の仕方が広がらなかった



令和５年度の研究について

















全体で研究









ご指導いただき
ありがとうございました！

中村学園大学教育学部 教授 山本 朋弘 様
インテル株式会社パブリックセクター・スマートシティ事業推進部

竹元 賢治 様
戸田市教育委員会 指導主事の皆様


